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　平 成10年 7 月25日、 本 協会 の 顧問武藤光朗先生 が 虚 J血．性 心 不 全 の た め ご

自宅 に て 急逝 され た 。 享 年84歳で あ られ た 。 先生 は 安 らか に 眠 っ た ま ま 息

をひ き と られ 、 生前 の ご遺志 に 従 い 、 儀 礼的 な こ とは
一・

切 行 わ れ ず に ひ っ

そ り と納骨 も終 え られ た との こ とで あ る 。 本 来 な らば、 先 生 の 追 悼 文 は 私

の よ うな若 輩 で は な く 、 武藤先 生 と長 く親交 を温 め て こ られ た 先 生 方 が お

書 きに な る の が 最 もふ さわ し い と思 われ る が
、 昨今た ま た ま武 藤先生 の 思

想 に つ い て の 小 論 を書 か せ て い た だ い た ご縁 も あ っ て 、 お 勧 め に よ り急遽

私 が お 引 き受 けす る こ とに な っ た 次第で あ る 。

　武藤 光朗 先 生 は 、
1914年 （大正 3 年 ） に 福 島県 に お 生 まれ に な り 、 幼少

の 頃 に ご 両 親 を 亡 く され て 、 そ の 後 間 もな く、 長崎 の 長 兄 の も とに お 移 り

に な られ た 。 先 生 は 少 年 時代 か ら 「例外者 」 的 な も の に 強 く心 を惹か れ て

お られ た が 、 長 崎 の 旧 制 高等 商業学校 時代 に は 、 経済 哲学者左 右 田 喜
一

郎

の 著作 に 触 れ られ 、 と りわ け 「一
個独 自の

、 孤 独 で は あ るが 崇 高 な個人 人

格 の 尊厳 」 を 重視 す る そ の 「創 造 者 価値 」 の 思 想 に 共 鳴 され 、
「経 済哲 学 」

に 強 い 関心 を 抱 か れ た 。 東京 商 科大 学 （現
一

橋 大 学）に 入 学 され た 後 は 、

左 右 田 哲学の 継 承 者で あ る杉 村広 蔵 の ゼ ミナ ー
ル に 入 られ て 、 本格 的 に 経

済哲学 に 取 り組 まれ た 。
マ ッ ク ス ・ウ ェ

ー バ ー
の 思想 や ヤ ス パ ー

ス の 実存

哲 学 に 出会 わ れ た の も丁 度 こ の 頃 で あ る 。 昭 和 12年 に 東京 商大 を 卒業 され

た 後 は 、

一
時横浜専 門学校 （現 神奈 川 大学） で 教 鞭 を執 られ た が 、 戦 後 は

国 学院大学教授 、 中央 大学 教授 、 早 稲 田大 学客員 教授 な ど を歴 任 され た 。
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そ の 間に 、 ヤ ス パ ー
ス の 主著 『哲学』第

一
巻 『哲学的世 界定位』の 翻訳 を

は じ め 、 『革命思 想 と実存哲 学』、 『限界状 況 と し て の 日本 』、 『例 外 者の 社

会 思 想』、 『自由人 権の 運命』、 『現代 日本 の 挫 折 と超越 』 な ど十 数 冊に も及

ぶ 著作 を世 に 出 され 、 社 会思 想家 と して の ユ ニ
ー ク な文筆 活動 を行 な っ て

こ られ た 。 そ の
一

方 で 、 民 主 社会 主義 を中心 と す る 社会 ・政 治 活 動 に も積

極 的 に 参加 され 、 昭 和 41年 に は 民 主社 会 主義研 究会議 の 議長 に就 任 され て

い る ほ か
、 自由人 権委員会の 委 員長や イ ン ドシ ナ 難民連体委員会の 会長 な

ども務 め られ て い る 。

　先生 は 昭 和26年 の 日本 ヤ ス パ ー ス 協会設 立 の 際 に も多大 な ご尽 力 を くだ

さ り 、 さ きに 亡 くな られ た 鈴木 三 郎 先 生 ・草薙i正 夫 先生 と共 に本 協会 の 創

立 者 の
一

人 で あ られ た 。 さらに 昭和59年 に 再発足 した 本協 会 にお い て も理

事 と顧 問 と を務 め られ 、 第 4 回 大 会 で は 「『浮 遊 』と 『壁 』
一一

ヤ ス パ ー
ス

哲学 が い ま 問 い か け る も の 　　」、 第 12回 大 会 で は 「オ ウム 世 代 の
“

こ こ

ろ の 世界
”

とは ？」 と題 して 、 現代の 若い 世代 の 精神 状 況 を ヤス パ ー
ス 哲

学 の 視点 か ら鋭 く挟 っ た 大変興味深 い ご講演 を して くだ さ っ た 。

　武藤先 生 の 社 会 思想 の 中心 は 、 ヤ ス パ ー ス 哲 学 を背景 と し た 単独者 ・例

外 者 と し て の 唯一 的個 人 の 魂 の 自由 と尊厳 で あ り、左 右の 全 体主 義へ の 徹

底 した 批判 や 鋭 い 時事 評 論 もす べ て そ こ か ら展 開 され て い る 。 私 も早 大 の

学部 生 時代 に 、 武 藤先生 の 「社 会思 想 」 の 講義 を聴 講 させ て い た だ く幸運

を得 た が 、 ヤ ス パ ー
ス を髣髴 と させ る 先 生 の 真摯 な 実存 的 思 索 に 深 い 感銘

を受 けた 。 ま た、 ジ ョ ン
・レ ノ ン や キン グ ・ク リム ゾ ン 、 ビ リー ・ジ ョ エ

ル とい っ た 当世 代 の ロ ッ ク ・ミ ュ
ー ジ ッ ク の 歌詞 の 中に 実 存 的 な魂 の 訴 え

を 読 み と られ る な ど 、 若 者 文化 に も た えず 積極 的 な 関心 を寄せ られ た 先

生 の 斬新 な感覚 は 大変 印 象的 だ っ た 。 昨今 たま た ま 、

「〈例外者 〉の 社 会思

想 一 武 藤 光 朗 一1 と題 す る小 論 を書 か せ て い た だ く機 会 が あ っ た が、
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昨年 の 春 に 先生 に 出来 上 が っ た 拙 論 を お 送 りす る と、 先生 は 大 変 お 喜 び に

な っ て 、 そ れ 以 来ず っ と机 の 上 に 置 か れて い る との こ とだ っ た 。 そ れ だ け

に 、 そ の 数 ヵ 月 後 の 武藤先生 ご逝去 の 知 らせ は ま さに 青天 の 霹靂 で あ っ た 。

　武 藤先 生 は こ こ 数 年 は 仏 教 に も大 変 関 心 を寄 せ られ て い た とい うお 話 で 、

弔問 に 伺 っ た 際 に も、 先生 の 机 の 上 に は 亡 くな られ た 時 の ま ま
一

遍 上 人 の

語 録 が 開 い て あ っ た 。 と くに 「万 事 に い ろはず
一

切 を捨離 して 孤独独
一

な

る を死 す る とは い ふ な り 。 生 ぜ しもひ と りな り 、 死 す る も独 （り） な り」

とい う箇所 に は先 生 ご 自身に よ る傍 線が 施 され て い た が 、 昨今 よ く 「80歳

の 坂 を超 え て よ うや く 『限界状 況 』 とい う言葉 の 実感 が わ か っ て きた 」 と

話 され て い た とい うご心 境 が 察せ られ る 。 令夫 人 の お 話 で は 、 亡 くな られ

た 前 日は し き りに 「ど うし て 水 が こ ん な に うまい ん だ ろ う」 と話 され て お

り、 最期の 時は い つ に な い 安 らか な 明 る い 笑 み を浮 か べ られ て い た そ うで

あ る 。

　 改 め て こ こ に 武藤 先 生 の ご冥福 を心 よ りお 祈 り申し 上 げた い
。 　 合掌

平成 11年 1 月 11日

玉 川 大学専任講師
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